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ミ
ー ライ ダ

ー に よ る赤道対流圏 大 気観測結果 の 周期変動解析

阿保 　真 、長澤 親生 、柴 田泰 邦　　（首都 大　 シ ス テ ム デザ イ ン ）

1 ．は じめに

　我 々 は 赤道 直下 の イ ン ドネシ ア ・コ トタ バ ン

（100．3
°

E，0．2
°

S）に おい て 2004 年 4 月 か ら

小 型 ミ
ー

ラ イ ダー を用 い た 対流 圏 エ ア ロ ゾ ル 及

び シ ー
ラ ス を含 む雲 の 連続観 測 を行 っ て い る。

2005 年 3 月 〜2005 年 6 月 に レ ーザーの トラ ブル

に よる欠測が あるが 、 そ れ以外 に は 2007 年 3 月

ま で機器 トラブル に よ る長期 の 欠測は な い 。本講

演で は 、 小型 ミ
ー

ラ イダ
ー

の 連続観測デ ー
タ か ら 、

対流圏 エ ア ロ ゾル 濃度及び 雲 の 発生頻 度の 時系

列解析 等 の 統計的解析結果 にっ い て 報 告す る。

豐 …．

　解析に は 、
1 時間毎に積算 した デー

タか ら得 ら

れ た散 乱 比 プ ロ フ ァ イ ル を 基本 デー
タ ベ ー

ス と

して 用 い た 。 ただ し、雲 が あ る場合 に は エ ア ロ ゾ

ル フ リーの キ ャ リブ レ ーシ ョ ン が 出来な い た め 、

正 確に は Attenuated　Backscattering 　Ratio とな

る が 、雲 の 中で の 減 衰を除き解析 へ の影 響は 小 さ

い
。 なお 低い 雲や 雨 の デー

タは 除去 して い る 。

　対流圏 エ ア ロ ゾル の解析 では海 面 高度 1．5km〜

4，5km の 各高度 の 散乱比 デー
タ を 、雲の 発 生頻度

解析で は、高度 4− 16km の 各 高度毎 の 有効観 測時

間に 対 す る雲 （散乱比 が 3 以上 で 定義） の 発生確

率データ を用い て い る。

　 今 回 の 解 析 は デ ー
タ の 連 続 し て い る 期 間

（2006／5−2007／2） を乾季 （5− 9 月） と雨季 （10
− 2 月）に わけて 、各期 間 の 各 高度毎 の 散乱 比 及

び 雲 の 発 生 頻度 を時系 列 とし て 周 波数解析 を行

っ て い る。

3 ．周 波数解析結果

　周波数解析結果 の うち、こ こ で は雲の 発生頻度

に つ い て の み図 1 （乾季 ）及び 図 2 （雨季 ）に示

す。こ の 図 よ り、雨季 （10 −−2 月 ） には周期約 1

2 日の 変動が高度 4km か ら 16km まで 連続 し て 見

られ た。一方乾季 （5− 9 月 ）に は、 1 日周 期 が高

度 4km か ら高度 16km ま で 見 られ るが そ の 他 の 周

期は 高度方向に は連続 し て 見 られな か っ た。

4 ，お わ りに

　今 回 の 解析 結果 は 赤道域対 流 圏 にお け る波動

の 励 起 源 とそ の 伝 搬 を ライ ダー
に よ り初 め て捉

え た もの と考え られる 。 今後 こ れ ら の 結果 の 解釈

に つ い て検討す る と共 に 、MJO との 関連 を中心に

解析 を進 め る。
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図 1 　 雲 発 生 頻 度 の 周 波 数 解 析 結 果

（2006／5−2006／9）
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図 2 　 雲 発 生 頻 度 の 周 波 数 解 析 結 果

（2006／10−2007／2）
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